
（単位：千円）

負担金

使用料

手数料

財産収入

寄付金

繰入金

地方債 0 0 

その他 0 0 

一般財源 3,000 諸収入 0 

計 6,000 その他 0 

行財政改革課処理欄

事業の概要　会計名

市長段階査定額 6,000 0 

商工費

目 商工業振興費

補正前額 9,492 

要求額 6,000 

総務部長段階査定額 6,000 

一般会計 【問合せ先】地域経済係 0857-20-3249 

【１０次総の施策体系】2103、3203 

【事業の経過及び背景】 
　「第３期鳥取市中心市街地活性化基本計画（計画期間：平成３０～３４年度）」に基づ 
き、中心市街地の再生に向け、各種事業を推進する。 

【事業の目的及び効果】 
　空き店舗の中でも、特にまちの景観やイメージを損なう大型空き店舗の解消や地域課題
の解決に資するまちなかの振興を推進することにより、中心市街地の賑わい創出、商業振
興を図る。　 

【事業の内容】 
　まちなか振興ビジネス活性化支援事業補助金 
　民間事業者等がまちなかを振興する観点で実施する地域課題に対応する事業に要する経
費の一部を補助する。
　○事業内容：商店街区域内の空き店舗を活用した新規店舗の開設
　○補助対象経費：施設改修費、付随する広告宣伝費等
　○補助金額：６００万円（補助対象経費：１９，０８６千円，補助率２／３）
　　　　　　　　　　　　　　※限度額６００万円、県費１／２

【事業の実績】
　　　　　　　　　平成２９年度　　平成３０年度　　令和元年度（当初）
　大型空き店舗　　　　　１件　　　　　　２件　　　　　０件
　まちなか振興　　　　　０件　　　　　　０件　　　　　１件

款 商工費

項

その他財源の内訳

分担金 0 

0 

区　　分 補正額 0 

財
源
内
訳

国・県支出金 3,000 0 

経００１ 項　　目　　名 大型空き店舗対策事業費

予算書項目 商店街にぎわい形成促進事業費 ページ 31 所　　属　　名

経済観光部 
経済・雇用戦略課年度 R元

（単位：千円）

負担金

使用料

手数料

財産収入

寄付金

繰入金

地方債 0 0 

その他 0 0 

一般財源 1,690 諸収入 0 

計 2,160 その他 0 

行財政改革課処理欄

事業の概要　会計名

市長段階査定額 2,160 0 

商工費

目 商工業振興費

補正前額 4,623 

要求額 2,160 

総務部長段階査定額 2,160 

一般会計 【問合せ先】地域経済係 0857-20-3249 

【１０次総の施策体系】2103 

【事業の経過及び背景】
　文化的財産である伝統工芸等の技術の伝承と後継者の育成を図ることを目的として、県
と協調し、平成１７年４月から補助金による支援を行っている。

【事業の目的】 
　伝統工芸等の技術を伝承するため、県内外に向けて情報を発信し後継者の募集を行う。 
また、後継者の受け入れを行う事業者と研修従事者に対し助成を行い、伝統工芸の保存及 
び活性化を図る。 

【事業の内容】 
　県の実施する「ふるさと産業支援事業（後継者育成）補助金」と協調して、月に１５日
以上研修に従事する者と受け入れ事業者とに対し助成する。

　○研修・滞在経費助成：２件（青谷町和紙、佐治町和紙）
 　○研修受入助成：１件（佐治町和紙） 
　　　　　　　　　※青谷町の研修については、受入先が親族のため受入助成はない。

 【事業の実績】
 　平成２９年度　　　　１件
　平成３０年度　　　　０件
　令和元年度（当初）　１件

款 商工費

項

その他財源の内訳

分担金 0 

0 

区　　分 補正額 0 

財
源
内
訳

国・県支出金 470 0 

経００２ 項　　目　　名 伝統工芸等後継者育成支援事業費

予算書項目 伝統産業等支援事業費 ページ 31 所　　属　　名

経済観光部 
経済・雇用戦略課年度 R元



（単位：千円）

負担金

使用料

手数料

財産収入

寄付金

繰入金

地方債 0 0 

その他 0 0 

一般財源 2,000 諸収入 0 

計 2,000 その他 0 

行財政改革課処理欄

事業の概要　会計名

市長段階査定額 2,000 0 

商工費

目 商工業振興費

補正前額 2,000 

要求額 4,000 

総務部長段階査定額 2,000 

一般会計 【問合せ先】企業支援係 0857-20-3223

【１０次総の施策体系】2103 

【事業の経過及び背景】 
　卸売業は、事業所数、販売額は減少傾向にあり、また、人口減少期に入り、最終消費者
数自体も本格的な減少期に入るなか、専門物流企業の機能発達や小売業・メーカーの再
編・集約による大規模化により、卸売業の 価値が徐々に低下している。本市での中小卸売
業の衰退は、物流の低下につながり、本市経 済全体に影響が出ることは否めない。 
　この状況の中、国が平成28年7月に中小企業等が労働の供給制約等を克服し、将来の成 
長を果たすことを目的に「中小企業等経営強化法」を施行し、卸売業ほか中小企業の経営 
力向上を図るための施策を打ち立てたところである。 

【事業の目的及び効果】 
　人口減少に伴う需要の減少による市場環境の厳しさの中、本市の重要な産業である卸売 
業の経営向上戦略を図るための支援を行い、本市の持続的発展的産業構造を構築する。 

【事業の内容】 
　国による経営力向上計画の認定を受けている中小の卸売事業者の設備導入に係る経費を 
助成。（平成３０年１０月要綱改正） 
　補助率：１／４ 
　補助上限：２００万円 

款 商工費

項

その他財源の内訳

分担金 0 

0 

区　　分 補正額 0 

財
源
内
訳

国・県支出金 0 0 

経００３ 項　　目　　名 中小卸売業経営力向上支援事業費

予算書項目 地域経済活性化促進事業費 ページ 31 所　　属　　名

経済観光部 
企業立地・支援課年度 R元

（単位：千円）

負担金

使用料

手数料

財産収入

寄付金

繰入金

地方債 0 0 

その他 0 0 

一般財源 2,000 諸収入 0 

計 2,000 その他 0 

行財政改革課処理欄

事業の概要　会計名

市長段階査定額 2,000 0 

商工費

目 観光費

補正前額 64,966 

要求額 3,000 

総務部長段階査定額 2,000 

一般会計 【問合せ先】観光振興係 0857-20-3227 

【１０次総の施策体系】2201 

【事業の目的・概要】 
　東アジア市場を中心とした海外プロモーションや、大阪-鳥取間の外国人向け割引高速
バスの運行などにより、本市を訪れる外国人観光客は年々増加している。
　引続き旺盛なインバウンド需要を取り込むため、ANA総合研究所や鳥取県と連携して羽
田－鳥取間の航空機を活用した外国人向けの旅行商品の造成に取り組む。

【事業の内容】 
　航空機を活用したインバウンド向け旅行商品の造成に対するANA総合研究所への負担
金。
　（往復航空券、宿泊、レンタカー付の個人旅行者を対象とした商品）

款 商工費

項

その他財源の内訳

分担金 0 

0 

区　　分 補正額 0 

財
源
内
訳

国・県支出金 0 0 

経００４ 項　　目　　名 国際観光推進事業

予算書項目 観光宣伝事業費 ページ 31 所　　属　　名

経済観光部 
観光・ジオパーク推進課年度 R元



（単位：千円）

負担金

使用料

手数料

財産収入

寄付金

繰入金

地方債 0 0 

その他 0 0 

一般財源 3,285 諸収入 0 

計 3,285 その他 0 

行財政改革課処理欄

事業の概要　会計名

市長段階査定額 3,285 0 

商工費

目 観光費

補正前額 37,980 

要求額 3,532 

総務部長段階査定額 3,285 

一般会計 【問合せ先】観光政策係 0857-20-3227 

【１０次総の施策体系】2201 

【事業の経過及び背景】
　砂の美術館は、平成１７年４月に観光情報発信施設として整備した鳥取砂丘情報館サン
ドパルとっとりに加え、平成２４年に世界初となる砂像展示専門施設をオープン。平成２
６年に展望駐車場を整備した。平成３０年１月１５日から新たな指定管理者のもと、使用
料金制から利用料金制に変更し、運営業務を行っている。

【事業の目的・概要】
　砂の美術館における砂像用の砂は、毎年繰り返して使用しているため、経年変化により
砂像制作中に崩壊するなどの悪影響を及ぼしている。そのため、保管している砂の精製等
を行い、次期展示に備えて砂像に適した砂を確保する。

【事業の内容】
　砂ふるい、運搬、仮置き盛土及び保存のための養生措置などの業務委託

款 商工費

項

その他財源の内訳

分担金 0 

0 

区　　分 補正額 0 

財
源
内
訳

国・県支出金 0 0 

経００５ 項　　目　　名 砂の美術館管理運営費

予算書項目 観光施設整備事業費 ページ 31 所　　属　　名

経済観光部 
観光・ジオパーク推進課年度 R元

（単位：千円）

負担金

使用料

手数料

財産収入

寄付金

繰入金

地方債 0 0 

その他 2,000 0 

一般財源 2,340 諸収入 2,000 

計 8,679 その他 0 

行財政改革課処理欄

事業の概要　会計名

市長段階査定額 8,679 0 

商工費

目 観光費

補正前額 56,714 

要求額 8,679 

総務部長段階査定額 8,679 

一般会計 【問合せ先】ジオパーク推進係 0857-20-3036 

【１０次総の施策体系】2201 

【事業の経過及び背景】 
　本市は平成１６年３月に鳥取砂丘西側整備構想を策定し、同年１１月の１市８町による
市町村合併を経ながら、西側整備に取り組んできた。
　しかし、計画策定から１５年が経過する中、砂丘東側に比べ西側は開発が進まず、廃屋
なども目立ち、景観上好ましい状況にない。
　このような中、国際観光旅客税を財源とする国立公園利用拠点滞在環境上質化事業が創
設され、国立公園内の美観形成、インバウンド機能の向上、文化的魅力の活用等で国から
有利な財政支援が受けられることになった。

【事業の目的・概要】 
　この事業への公募申請には、国・県・市・民間事業者が共同して利用拠点計画を策定す
る必要があることから、鳥取砂丘未来会議で協議を進め、今年度に所要の計画策定を、来
年度に上質化事業に取り組む。

【事業の内容】 
　（１）烏取砂丘未来会議内に西側ワーキンググループを設置し課題抽出
　（２）利用拠点計画策定経費を県・市で予算化
　（３）本年１１月までに利用拠点計画を策定 

【その他】 
　　※その他財源の諸収入は、県負担金 

款 商工費

項

その他財源の内訳

分担金 0 

0 

区　　分 補正額 0 

財
源
内
訳

国・県支出金 4,339 0 

経００６ 項　　目　　名 砂丘管理事業費

予算書項目 鳥取砂丘管理事業費 ページ 31 所　　属　　名

経済観光部 
観光・ジオパーク推進課年度 R元


